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画像＆ソリューション地球に
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1. Embedded Software Architecture
(ESA)(ESA)



1-1. ESAの紹介

1999/04テスト環境向けにC言語アプリ開発環境の
構築構築

2002/04Device-SDK Type-Cのリリース

2003/08SEACER (HyperGear)のリリース

2004/11MFP/LP全モデル向けにDevice-SDK2004/11MFP/LP全モデル向けにDevice-SDK 
Type-Jのリリース

2009/12Ri h T h i l R t N 35 の投稿2009/12Ricoh Technical Report No.35への投稿

2010/04JBMIA magazineでの技術紹介g
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1-2. ESAの概要

お客様個別の基幹システム 特定業種/業務ソリューション
業務システムとの連携

特定業種 業務ソリ シ ン
パッケージとの連携

JAVA開発環境によりシステム連携や
カスタマイズが容易

多様な入出力機能

キ

多様なカスタマイズ機能

オペレ ションパネル・スキャン
・FAX送受信
・プリンタ出力

・オペレーションパネル
・ネットワーク入出力
・カード認証
出力管理 課金・出力管理・課金



1-3. ESAの特徴

SCAN to HDD

HTMLブラウザ画像処理

HDD toHDD to 
PRINT IC Card認証

転送機能
WEBサーバー/
クライアント機
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機
ftp,smb

クライアント機
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1-4. ESAの構成

●JavaVM/OSGiをベースに，独自のMFP/LP Classを追加
●画面を持つXletアプリとバックグラウンドでサービスを提供する●画面を持つXletアプリとバックグラウンドでサービスを提供する

Servletアプリの2種類

プ

Copy
Servlet

標準アプリ ESA(C) ESA(Java)

Servlet Xlet Xlet
py

FAX
Print OSGi

MFP/LP ClassesType-C
Application

MFP Control Service

Scan

VAS API

JavaVM

OS (NetBSD)

MFP Control Service

MFP Hardware
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MFP Hardware



1-5. 認証サービス

SDK Application
Authentication Package

SDK/Jアプリ向け ICカード
サービス

Copy
Scanner
FAX etc

Service Provider Card
Service

Authentication Service
Authentication Packageサービス

PC/SC & OCFコンプライアン
ス準拠

JPC/SC OCF

OSGi

Java VM

JNI

Javax.usb
拠

複数ICカード/Readerに対応
可能

OCF to PC/SCService Layer

Service Provider

PC/SC Framework (Resource Manager)

JNI for PC/SC

USB Driver
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Smart Card Support List



1-6. エミュレータ・開発環境

開発・デモ環境
全Xl をPC上でエミ レ ト– 全XletをPC上でエミュレート

– JavaME(CDC+FP)と環境により実行環境が
同一同

– 機種固有機能の振る舞いの実現可能

– Eclipse Plug inモデルEclipse Plug inモデル

– FAX/Print/Scan Emulation

テスト環境

開発

テスト環境
– 実機レスでの開発～評価環境を構築

MFP/LP ClassesEmulator Service 最終評価

OSGi
JavaSE CVM

OSGi
最終評価
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Windows/Linux



1-7. Activation System

ESA アプリのライセンス管理

必要なサ ビスの検索導入が容易

A i i S

必要なサービスの検索導入が容易

ローカルネットワーク上のPCが，
Activation Clientとなり 複数の Activation Server

WAN

Activation Clientとなり，複数の
MFP/LPのライセンスを一括管理が
可能 WAN
Activation Serverと通信により，ラ
イセンス取得管理

A ti ti

Activation
Client複数のライセンス管理

Activation
Client
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1-8. おわりに

2000年のリリース以降，SDK/Jの開発ベンダを巻き込みことで，

お客様に近い場所でのソリューションを行うことが可能となり，市
場の要望を反映した、より価値の高いソリューションを提供してき
た．

現在では多くのベンダと協力し，リコーのMFP/LPの付加価値の
増大を推進している増大を推進している．

Cloudサービスと連携したMFP/LPによる画像ソリューションに向Cloudサ ビスと連携したMFP/LPによる画像ソリュ ションに向

け，機能性，拡張性，性能，保守性といった観点で，市場や開発
者の要望に耐えうることのできるJava PFの強化が求められてい
る．
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2. Ricoh Developer Program



2-1. RICOH Developer Programとは

お客さまお客さま

最適なソリューションのご提供

ビジネス
パ トナ さま

RICOH
パートナーさま

RICOH

Ricoh Developer Program

技術情報や各種サービス
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技術情報や各種サービス



2-2. Ricoh Developer Program 提供情報

カテゴリと提供技術情報

Premier Plus
Premier

Basic
Private MIB
Specification

Premier

GlobalScan SDK

App2Me SDK

PCL Command Set

PJL Command Set
Standard MIB

Specification
PC Fax API

RPCS Driver API

Embedded Software
Architecture SDK

Embedded Software
Architecture SDK

Standard MIB
Specification Smart Device Monitor

API

MFP Device Browser
ここで提供

MFP Device Browser

プログラム全体で2 000社以上のパートナー
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プログラム全体で2,000社以上のパ トナ



2-3. Ricoh Developer Program 提供サービス

a.デベロッパーサポートメニュー

1.開発キット及び技術情報提供サービス
2.トレーニングサービス
3.検証センター利用サービス

4.機器貸し出しサービス（※提供地域により異なる）

5.ヘルプデスクサービス

b マ ケテ ングサポ トメ

1 広告支援サービス（※提供地域により異なる）

b.マーケティングサポートメニュー

1.広告支援サ ビス

ビジネスパートナー様への多角的サポートを提供
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ビジネスパ トナ 様への多角的サポ トを提供



2-4. RICOH Developer Programの展開地域

Europe/Middle East/Africa China

Americas

Europe/Middle East/Africa
Start at 2004

China
Start at 2010

Americas
Start at 2004

Japan
Start at 2007

2011年現在 Asia/Pacific
Start at 2007

2011年現在
グローバルでサービス提供中
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2-5. RICOH 機器へのJavaVMの搭載状況

日本 海外日本 海外

MFP オプション 標準

LP

MFP オプション

オプション

標準

オプションオ ション オプション

JAVAが機器とソリューションをつなげる！

お客さまの生産性向上及び課題の解決
19

お客さまの生産性向上及び課題の解決



2-6. JavaVMによるソリューション対応力

技術課題は技術課題は
刻々と変化

紙文書の電子化

TCO削減TCO削減

リモート制御

暗号化2010年問題

JAVAで解決！
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JAVAで解決！



2-7．今後の方向性

【新規デバイスへの対応】
• プロジェクター

U ifi d C i ti S t• Unified Communication System

【Cloud環境への対応】
様々なサ ビスとのマッシ アップ• 様々なサービスとのマッシュアップ

マイクロソフトのクラウドサービスとの提携
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3. RICOH & Java™ Developer Challenge



3-1. 概要

「RICOH & Java™ Developer Challenge 」とは
http://www.ricoh.co.jp/javachallenge/

リコーの複合機上で

組み込みJavaプログラミングによる

「ビジネスアプリケーション※」

を開発し、競うコンテスト。

日本国内の大学生/大学院生を対象

企画検討から開発・テスト企画検討から開発・テスト
最後にプレゼンテーションと
デモンストレーションによる発表まで

連の流れを体験一連の流れを体験

組み込み系技術者の人材育成
23

※ビジネスアプリケーションとは、ゲームやWebデザインを除く、

オフィスで利用される実用的な業務アプリケーション。

組み込み系技術者の人材育成



3-2. スケジュール

申込から終了まで約10 月• 申込から終了まで約10ヶ月

24



3-2. スケジュール

25＊１部エミュレータでは確認できない機能があります



3-3. 審査基準

技術的な視点から マーケティングの視点から技術的な視点から マ ケティングの視点から

コーディングスキル ・体系化

・アプリケーションの複雑さ

コンセプト ・わかりやすさ

・トレンドアプリケ ションの複雑さ

・オブジェクト指向
プログラミング

・デザインパターン

トレンド

・ユニークさ

・応用性

・操作性デザインパタ ン

・コメント
・操作性

技術文書 ・UML
オブジ クト指向デザイン

デザイン ・ユーザインターフェース

ワ クフ・オブジェクト指向デザイン ・ワークフロー

資料 ・文書品質 資料 ・文書品質

プレゼンテーション

スキル

・内容

・発表態度

・時間
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・時間



3-4. 過去参加学校のご紹介
≪北海道≫

・北海道情報大学

延べ50校
72チームの参加

≪関西≫

72チ ムの参加

≪東北≫

・東北大学

≪関西≫

・トライデントコンピュータ専門学校
・南山大学
・大阪大学
・近畿大学
京都大学

≪甲信越≫

・金沢工業大学
・静岡産業技術専門学校

・京都大学
・京都産業大学
・同志社大学
・立命館大学
・和歌山大学

≪九州・沖縄≫

・九州工業大学
・九州産業大学
・福岡工業大学短期大学部 ≪関東≫福岡工業大学短期大学部
・熊本県立技術短期大学校
・鹿児島大学
・沖縄工業高等専門学校

・筑波大学 ・芝浦工業大学
・首都大学東京 ・産業技術大学院大学
・中央大学 ・津田塾大学
・電気通信大学 ・東海大学
・東京工業大学 ・東京都市大学

≪中国≫
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・東京工業大学 ・東京都市大学
・東京農工大学 ・法政大学
・早稲田大学
・神奈川工科大学 ・情報科学専門学校

・広島市立大学



3-5. 入賞作品のご紹介（デモンストレーション）

• RICOH & JavaTM Developer Challenge 2010 グランプリ
– 和歌山大学大学院 KUROSIO チーム

「手のひらスキャン
～SIAWASE～ 企業内婚活支援システム」

htt // i h j /j h ll / lt2010/ /http://www.ricoh.co.jp/javachallenge/result2010/gp/
• システムのキーワードは「婚活」と「手相」です。掌のしわとしわでつなが

る「SIAWASE」アプリケーション

1.社会に対する狙い
職場のあちらこちらにある複合機を活用し ネ トワ クでサ チの幅を広げ セ– 職場のあちらこちらにある複合機を活用し、ネットワークでサーチの幅を広げ、セ
キュリティ機能で慎重さを確保

2.ユーザへの配慮
グ– 匿名性を守る。婚活現場が職場で相手は仕事仲間のため、「複合機にログインす

ること」で直接相手のメールアドレスを知らずに、相手とのやり取りが可能

3.導入企業にとってのメリット
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– 職場結婚が増えることでより長くその企業に勤める社員が増える



3-5. 入賞作品のご紹介

• 過去3年間に、最終選考会に残った作品のプレゼンテーションを、
プレゼンテーション資料付き動画でホームページ上に公開

http://www.ricoh.co.jp/javachallenge/

• ２０１０年度はUstreamにて中継を実施• ２０１０年度はUstreamにて中継を実施

• twitter でのプロモーション活動twitter でのプロモ ション活動
アカウント：@imagiobot
ハッシュタグ：#ricohjc2011jp
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最後に
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